
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
レーザ光線を照射結像させる光学系と、その表面上に置かれる感光記録媒体の記録面が前
記光学系を指向するドラムと、

前記ドラムが固定され、前記光学系が移動することにより、前記レーザ光線が該ドラム表
面上に置かれた前記感光記録媒体の記録面を走査するとともに、前記センサが前記光学系
の移動に追随するように構成されたことを特徴とするレーザ記録装置。
【請求項２】
前記センサが光量を検知するものである場合、前記レーザ光線の光量検出器に基づいて前
記レーザ光線の出力光量を補正する手段をさらに備えることを特徴とする
レーザ記録装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、画像信号に対応して変調されたレーザ光線を感光記録媒体である光学フィルム
などの感材上に照射記録するレーザ記録装置に係り、特にレーザ光線の光量変化を検出補
正して一定した光量を照射するレーザ記録装置に関する。
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前記感光記録媒体の記録面と非接触の状態にあり、前記光学系から前記記録面への距離と
等距離の部位に配置され、前記感光記録媒体の記録面におけるレーザ光の結像状態を検知
するセンサとを備えてなり、

請求項１記載の



【０００２】
【従来の技術】
近年、画像情報を記録するための光学記録装置として、半導体レーザを利用したレーザ記
録装置が普及している。このようなレーザ記録装置は、画像信号に基づいて変調されたレ
ーザ光線を偏向走査して感光記録媒体の記録面上に結像させる光学走査系を備えた構成に
なっている。光学走査系は、レーザ光線を照射する光源、例えば半導体レーザ素子と、こ
の光源から出射されるレーザ光線を偏向するミラーと、集光レンズとを備え、レーザ光線
は感光記録媒体の記録面上を走査し、その表面で結像するように構成されている。
【０００３】
また、従来のレーザ記録装置には、走査中の温度変化や振動などによって生じる結像状態
の劣化、例えば、照射光量のムラや焦点の距離のズレなどを自動的に検出して補正する補
正手段が備えられているものがある。この種の補正手段を備えたレーザ記録装置として、
例えば、特開昭６３―８６６８号公報、あるいは特開平３―８１７２１号公報に記載され
たものが知られている。
【０００４】
上記公報記載のレーザ記録装置では、光源は固定された状態で配設されており、ドラム表
面上に固定されて置かれた感光記録媒体の記録面上へのレーザ光線の走査は、感光記録媒
体を固定するドラムそのものの縦横方向への水平移動で行われている。このような走査手
段を備えた従来のレーザ記録装置、すなわちドラム移動光学系固定方式のレーザ記録装置
では、感光記録媒体が大型化するにつれ、走査の伴うドラムの移動のために大きな空間が
必要になる。
【０００５】
これに対し、感光記録媒体の横方向の走査（以下、主走査）を回転ミラー、例えばポリゴ
ンミラー、などを回転させてレーザ光線を反射偏向させることによって行い、感光記録媒
体の縦方向の走査（以下、副走査）をドラムの縦方向への移動によって行う、ドラム固定
光学系移動方式のレーザ記録装置がある。この方式のレーザ記録装置によれば、主走査の
方向の空間が節約できるので、装置の小型化を図ることができる。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、ドラム固定光学系移動方式のレーザ記録装置にあっても、既述した感光記録媒体
の記録面上におけるレーザ光線の結像状態の劣化に対する補正手段に関して下記の問題が
残されていた。
【０００７】
つまり、従来の補正手段では、結像状態を検知するセンサはドラムに固定されており、光
学系の移動手段とは独立になっている。さらに、劣化したレーザ光線の結像状態の補正は
、センサによって検知された前回副走査直後の結像状態の情報に基づいて行なわれ、その
後に続く副走査に備えている。そのため、各副走査の時間において生ずる結像状態の劣化
をその副走査の最中においては補正を行なうことができなかった。
【０００８】
そこで本発明の課題は、レーザ光線の結像状態の劣化に対する補正手段を改良し、一定濃
度で忠実に画像を再現できる、小型のレーザ記録装置を提供することにある。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
上記課題を解決する本発明のレーザ記録装置は、レーザ光線を照射結像させる光学系と、
その表面上に置かれる感光記録媒体の記録面が前記光学系を指向するドラムと、前記感光
記録媒体の記録面と非接触の状態にあり、前記光学系から前記記録面への距離と等距離の
部位に配置され、前記感光記録媒体の記録面におけるレーザ光の結像状態を検知するセン
サとを備えてなり、前記ドラムが固定され、前記光学系が移動することにより、前記レー
ザ光線が該ドラム表面上に置かれた前記感光記録媒体の記録面を走査するとともに、前記
センサが前記光学系の移動に追随するように構成されている。
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【００１０】
本発明では、センサが光量を検知するものである場合、前記レーザ光線の光量検出値に基
づいて前記レーザ光線の出力光量を補正する手段をさらに備える。
【００１２】
【発明の実施の形態】
以下、図面を参照して本発明の実施の形態を詳細に説明する。
【００１３】
図１は、本発明の一実施形態に係るレーザ記録装置の要部斜視図である。
【００１４】
このレーザ記録装置１は、光学系２と、円筒内側面形状の表面を有するドラム８と、から
構成されている。ドラム８の表面は光学系２を指向しており、該表面には、感光記録媒体
である光学フィルムなどの感材７が置かれている。
【００１５】
光学系２は、レーザ光線を出力する光源３と、光源３から出力されたレーザ光線を感材７
上で主走査方向に走査させるための回転ミラー４とを備えている。光源３と回転ミラー４
は、ともに一つの基板９上に配設されており、走査中において、光源３と回転ミラー４と
の間隔距離が一定に保たれながら副走査の方向に同時に移動できるように構成されている
。
【００１６】
なお、図示されていないが、光学系２は、光源３から出力されたレーザ光線を感材７上で
結像させるための集光レンズを備えていてもよい。また、副走査を光源３を固定して回転
ミラー４だけを副走査の方向に移動させて行う光学系２の構成も可能である。
【００１７】
センサ５は、光学系２の移動に追随できるように、光学系２に固定されて配設されている
が、感材７とドラム８とは非接触の状態になっており、さらに、結像状態を検知できるよ
うに、結像面と光学系２との距離と等距離分、光学系２から離されて配設されている。セ
ンサ５は、例えばここでは受光センサであって、結像面におけるレーザ光線の光量を検知
するものである。
【００１８】
感材７の記録面を走査する走査手段は、横方向の走査である主走査と縦方向の走査である
副走査から成る。主走査は、光源３から出射したレーザ光線を回転している回転ミラー４
によって反射偏向して行う。また、副走査は、縦方向への光学系２全体の移動により行う
。
【００１９】
次に、レーザ光線の出力光量の補正手段について説明する。
【００２０】
図２は、本実施形態における出力光量の補正手段の構成を簡単に図示したものである。光
源３を出射したレーザ光線は、回転している回転ミラー４により反射偏向させられて主走
査方向に走査する。この主走査において、レーザ光線は感材７上を走査するとともに、セ
ンサ５をも走査する。センサ５は、このとき、照射結像したレーザ光線の光量に対応した
レベルの検出信号を出力する。このように出力されたセンサ５からの出力信号はＡＧＣ回
路（Ａｕｔｏｍａｔｉｃ　Ｇａｉｎ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）を含む制御部６に入力される。
【００２１】
次に、制御部６の動作を説明する。
【００２２】
制御部６は、あらかじめ規定された規定レベルよりレーザ光線の光量が多く、そのため検
出信号のレベルが規定レベルを越えた場合、規定レベルと検出信号のレベルの差分から減
量すべき光量を算出してレーザ光線の出力を下げて補正するための制御信号を光源３に出
力する。逆に、レーザ光線の光量が少なく、そのため検出信号のレベルが規定レベルに満
たない場合、規定レベルと検出信号のレベルの差分から増量すべき光量を算出してレーザ
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光線の出力を上げて補正するための制御信号を光源３に出力する。
【００２３】
このように、前回の主走査において変化したレーザ光線の出力を補正し、今回の主走査に
おいて再び規定された光量を照射することができる。このようにすれば、光学系２が副走
査の方向に移動している最中であっても、主走査毎に光量について光学系２を補正を行う
ことができ、照射光量について安定したレーザ光線を出射させることが可能となる。
【００２４】
なお、上記実施形態において、センサ５は光量を検知するものに限る必要はない。つまり
センサ５は、結像状態を表すパラメータを検知できるものであればよい。こうしたパラメ
ータは、光量のみならず、他に例えば焦点距離などがある。
【００２５】
【発明の効果】
以上の説明から明らかなように、本発明のレーザ記録装置によれば、ドラムを固定し、光
学系が移動することで感光記録媒体の記録面上でレーザ光線が走査結像する仕組みなので
、装置を大型化する必要がなくなるという効果がある。
【００２６】
さらに、本発明のレーザ記録装置では、感光記録媒体の記録面付近におけるレーザ光線の
光量を検知し、その検知情報に基づいてレーザ光線の出力光量を補正するため、記録濃度
を安定に保ち、忠実な記録の再現を行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施形態に係るレーザ記録装置の要部を表す斜視図。
【図２】本実施形態におけるレーザ光線の出力光量の補正手段の概要を示す説明図。
【符号の説明】
１　レーザ記録装置
２　光学系
３　光源
４　回転ミラー
５　センサ
６　制御部
７　感材
８　ドラム
９　基板
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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